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巻頭言

会長　須藤正起

皆さんこんにちは。今年度も後僅かとなりましたが、ご健勝にてお過ごしでしょうか。今年度、最後の県視協通信という事で、何をお伝えすべきか悩みますが、まずは、２月７日に開催されました、指導者研修会と青年女性部総会において、参加協力をいただき、誠に有難うございました。当事者弁護士である大胡田誠氏には、本会の事業に対して、幾度と無くご協力をいただいているわけですが、毎回、法律や情勢について、分かりやすくご説明いただき、今回の質疑応答にも丁寧に答えていただけたと、参加者の皆さんからご好評をいただきました。今後も、ご協力いただき、差別条例のみならず、視覚障害者に関係する法律等、勉強する機会を設けて行きたいと考えております。その際は、是非ご参加いただき、日頃の疑問を解消していただければと思います。

　同日の午後、これは役員のみの参加となりましたが、静岡県保険鍼灸マッサージ師会、静岡県鍼灸マッサージ師会、静岡県鍼灸師会、本会の協力のもと研修会が開催されました。講演は、前厚生労働大臣、衆議院議員　田村憲久先生による「今後の社会保障について」で、各団体役員、関係機関や県保会会員が多数参加し盛大なものとなりました。公的な立場からの見解について拝聴し、政治的な見解を学ぶ貴重な機会となりました。

今後の事業としては、「中途視覚障害者の社会参加をみんなで考える集い」が３月２０日（日）に行われます。今回の内容は、４月１日から施行される「障害者差別解消法」と「改正障害者雇用促進法」の合理的配慮の具体的な内容について、中途視覚障害者が抱える課題を学び、支援体制の強化に繋げる目的で開催致します。

　今号が発行される頃には、詳しい開催要項等がお手元に届いていると思いますが、会員の皆さんの申込締切は、３月１６日頃になっていると思います。是非、ご参加いただければと思います。

　さて、最後になりますが、来年度の総会開催期日について、異例な事ではありますが、例年より１週早い６月１２日（日）の開催となります。６月１８日、１９日に静岡グランシップにて「視覚障害リハビリテーション研究発表大会」が日本視覚障害リハビリテーション協会主催で開催されます。この事について、県視協に正式な協力依頼があり、理事会に於いて協力する事となりました。これにより、会長が副大会長を務め、実行委員として理事も派遣しているため、会員の皆さんにも是非、ご協力いただきたいと思います。詳しい内容については、案内・要項を発送したいと思っております。リハビリテーション協会の会員以外の方でも、有料で視聴できる講演や無料講演、福祉機器展などが行われる予定です。総会も含め、大勢の参加をお願いしたいと思います。

　まだまだ、寒暖の差に体調管理が難しい季節が続きます。気をつけてお過ごしください。

思いを声に出して

掛川支部長　藤原良雄
１９８０年、私たち夫婦は視覚障害者同志で結婚しました。

　結婚当初は両家の親に、なにかにつけて面倒見てもらっていました。しかし、今はもう、その親はいません。現在はホームヘルパーの方に入ってもらっています。

　視覚障害者が自立した生活を得るためにはいくつかの壁をクリアしていかなければなりません。

その中の一つが読み書きの不自由さです。当然そこには役所からの個人宛封書も含まれます。もちろんヘルパーさんを信頼してのことではありますが、そこには他人が入るわけですので、何とも心苦しいものがあります。

例えばこんなことがありました。

　私の通帳が残高不足で、納税通知の督促状が届いたこともありました。ヘルパーの方に家の中に入ってもらう、個人情報の読み書きもお願いするというのでは、言わば裸同然の状態です。何とか少しでも改善できないかと思案しておりました。

そんなとき、西支連夏季研修会で、役所からの公文書の点字化について、これを実現させた磐田支部で元県視協会長もされた松下信雄氏の講演と意見交換会を行いました。もちろん行政の方にも参加していただき、視覚障害者のおかれた状況や思いを聞いてもらいました。

　掛川市からは福祉課主事の方に参加していただきました。

　「藤原さん、必ずやるからもう少しお待ちください」と、みんなの前で約束してくださいました。私はこの言葉を信じようと思いました。

　その後、既に点字での個人情報の提供がかなり実現している磐田市を除いて、浜松市・袋井市・掛川市の各市が公文書の点字化について議会に陳情したのです。お陰様で掛川市の議会では１２月２４日に採択され、具体化が進められています。　それにしても今回、多くの方のご協力をいただきました。磐田支部の皆さんをはじめ、西支連役員の皆さん、掛川市の市議会議員の方々、ボランティアの皆さん等々、本当にありがとうございました。ほっとしているとともに、感謝の気持ちでいっぱいです。

　我が国も権利条約が批准され、今年４月からは「差別解消法」が施行されます。合理的配慮の立場からも「ともに生きる社会」いわゆる共生社会がより具現化されてきたと思います。

ということは、障害者も健常者も「対等」に近づいてきたということになります。

　いろいろなバリアも少しずつはずされ、暮らし安くなってきたとはいうものの、諸外国に比べて一つだけ欠けている部分があると思われます。それは心のバリアです。

　ここに、誰が何時ごろ調査したものかは定かではありませんが、ちょっとしたデータがあります。

　　障害者が社会で生活していくために必要な配慮や工夫を行わないことが差別になるかどうかを尋ねたところ、アメリカとドイツでは７割近い人が「差別になると思う」と答えた一方、日本は約４割に留まった。

障害者との接し方でもアメリカとドイツは「意識せず接する」と答えた人が８割を超えたが、日本は４割に届かなかったそうです。上から目線ではなく、お互いを気遣う心が必要だと思います。

昨年、私も地域防災にヘルパーの方と一緒に始めて参加しました。当たり前なのかも知れませんが、隣保の方全員が参加していたことにたいへん驚きました。

また、銀行に言ってもなかなか代筆を認めてくれませんので、キャッシュカードを作ることにしました。音声を聞きながら操作できるＡＴＭが使えるようになりましたので、以前よりはすっきりした気持ちで入出金をしています。

鶏が先か卵が先かではなく、先ずは思いを声に出しましょう。そして行動を起こしましょう。そうすれば先が見えてきます。

コーニングジャパンに就職して

浜松支部　若林豊秀

　平成23年、12月1日。この日は私が生まれて初めて一般の企業に就職した最初の日となりました。　希望と不安を抱きながら、全盲の私にとってはかなりの遠距離通勤を始めることになったのです。それでも何とか5年目を迎えることができました。

コーニングは、1851年に創立され、ニューヨーク州コーニング市に本社があります。

1989年には、アジアで最初の液晶ディスプレイ用ガラス基板工場である静岡工場を稼働させ、2009年には第10世代液晶ガラス基板を生産する堺工場を稼働させました。　コーニングという会社は、ガラス関連の会社で、主にパソコンや液晶テレビの画面に使うガラスを作っている所と思って入社しましたが、私たちがイメージするガラスの板のような物以外にも、宇宙開発や車関連の製品を作っているようです。

私はこの静岡工場がある掛川へ通勤することになったのです。

皆さんはヘルスキーパーと言う言葉をご存じだと思います。すなわち、会社の従業員のマッサージをすることによって体調の改善をはかり、少しでもストレスを解消して気分転換させ、仕事の能率を上げる、これが私の仕事だと思っています。

静岡工場の従業員は性格な人数はわかりませんが、現在は500人前後ではないかと思っています。私が入社したころ800人はいたと聞いていましたが、人員削減のため今の人数になっているようです。そのときは私も首にならないかと不安になりましたが、次年度の採用も決まって安心しているところです。

私の仕事場では二人でマッサージをしています。始業時間は、午前9時半、終業は午後4時半です。やはり、昼休みに仕事が集中するので、昼食は1時半からになっています。

食堂の一隅にマッサージをするところがあり、見えないように囲まれた中での施術となります。したがって遠くまで食事に行く必要がなく、好きなものをメニューから選んで１週間分を予め予約します。それなので美味しく満足した昼食をいただいています。

コーニングは掛川市にあるので、私は朝6時10分に自宅を出て二俣駅までやく30分歩きます。そこから天竜浜名湖線に乗って掛川駅まで行き、さらに会社の送迎バスに乗り継いで30分。漸く会社に着くといった感じです。待ち時間を含めると片道2時間半もかかって通勤しています。

ある雨の日、知り合いのご主人が二俣駅に迎えにきてくれたことがありました。私は驚き感動しました。それ以来、ご夫妻で都合がつくどちらかが、そのような悪天候のときに私を送迎してくださっているのです。このご夫妻がいなければ今の就職は継続できないと思います。本当にありがたく、助かっています。

この会社では月に1回はコミュニケーションミーティングと言って全員が参加しなくてはならない会議があります。そのときは、会社が外資系であるため、日本人以外にも、アメリカ人や中国人など様々な人たちが一緒に働いていることを実感しています。

　私が今思っていることは、このヘルスキーパーと言う仕事がもっと全国に、特に地方に普及してもらいたいことです。本年4月からは、障害者差別解消法と、障害者雇用促進法が施行されるとのことなので、これを機会に視覚障害者に最も適している三療を各企業が積極的に取り入れていただきたいと切望しています。私は契約社員なので、後どれくらい今の職場で働けるかどうかわかりませんが、与えられた仕事を一生懸命にがんばっていきたいと思っています。

以下は先日行われた大胡田誠弁護士による「障害者差別解消法」についての講演録です。平成２８年４月１日よりの施行にあたり、非常に重要な内容と判断し、菊池理事にまとめていただいたものを、ここに掲載させていただくこととしました。
　「障害者差別解消法」について講演のまとめ

　情報部　菊池一郎
前編

1、日本における障害者の数

日本には身体障害者が393・7万人、知的障害者が74・1万人、精神障害者が302・1万人存在する。単純にこれを合計すると787・9万人となり、これは日本の総人口の約6～7％に相当する。国際的には10人に１人は障害者と言われていて、「One in ten」などという言葉で象徴される。

ところが我が国では、実際にそれだけの数の障害者が周りにいるといった環境は珍しい。その理由としては、日本の社会の中で障害者が自立して生活して行く上で、それを阻んでいるバリアがまだまだ存在しているからである。これには、建物や交通機関などの物理的なバリアと健常者の中にある心のバリアとがある。

2、障害のとらえ方の転換

20世紀の後半から21世紀にかけて、障害というものに対しての考え方が世界的にガラリと変わった。これはまさに、天動説が地動説に変わったぐらいの大きな変化である。従来は、障害とはその人の心身の機能の欠陥であり、本人の努力や訓練やリハビリなどによって、乗り越えて行かなければならないものであるととらえられていた。これを俗に「障害の医学モデル」と呼んでいる。

だが、これでは障害者が社会の中へなかなか参加することができない、何かおかしいのではないか？といった声が出てくる。

そもそも、世の中には多様な人が生活しているにも関わらず、それを想定しないで社会が造られてしまっている。そんな社会の不備や不完全さこそが障害なのであり、そのような社会が変わることによって障害を克服し、乗り越えていかなければならないのだという考え方が生まれる。これを俗に「障害の社会モデル」という。

3、国連の障害者権利条約

これは2006年の第61回国連総会において全会一致で採択された条約である。

条約とは国と国との約束であって、国連の会議で採択されただけでは、それぞれの国の中での有効なルールとはならない。日本は一昨年の2014年1月にそれを批准した。世界的には141番目に当たる。

　なぜそこまで遅れたかと言えば、いったんそれを受け入れてしまうと、改革が止まってしまうために、さまざまな障害者団体が、まずは日本国内の法整備を条約の求める水準まで高めてからであるという理由で、拙速な批准には反対していたからである。

それまでには、障害者基本法の改正や障害者虐待防止法ができたり、障害者自立支援法が改正されて障害者総合支援法になったり、ここでお話しする障害者差別解消法ができたりと、さまざまな法律がこの5年ぐらいの間に定められていった。

　この障害者権利条約には、我々障害者にとって重要なことがいろいろと書かれている。その中で私が一番印象的なのは「他の者との平等を基礎にして」という言葉である。そこには世界中の障害者の叫びと涙の結集したものを感じる。その第1条にはそのための目的が書かれている。

　つまり障害者であっても、人権があって、自由で、掛け替えのない個人として尊重される、そんな世界を創って行こうというのがこの条約の目的である。

「他の者との平等を基礎にして」というのがこの条約の根幹であり、「障害者に対するあらゆる差別を禁止した」というのが一番重要で、最も中心的な意味合いである。

4、差別とは何か

次に、障害者に対する差別とはいったいどういうものなのかについて考えてみることにしたい。

まず差別を学問的に分析してみると、直接差別、間接差別、関連差別、合理的な配慮の不提供、といった4つの類型に分けることができる。

以下、それぞれについて少し説明することにしたい。

直接差別とは、障害を理由に区別や排除、制限を行うことで、具体的には、視覚障害者は受験できません、聴覚障害者は雇用しませんといったこと。

間接差別とは、一見中立そうに見えるルールでも、これを適応すると障害者が区別されたり排除されたりする結果が生じるもので、具体的には、受験の際に活字が読めること、口頭で会話ができることなどが条件になっている場合である。

関連差別とは、障害を直接の理由とはしないが、それに密接に関連する物事に着目して差別を行うことで、たとえば、盲導犬は入店できません、車椅子のご利用はご遠慮ください、といった形のものである。

合理的な配慮とは、障害者が障害のない人と平等に社会に参加するために必要となる手助けや設備の改良、補助手段の提供やルールの変更などを行うことで、

たとえば、入学試験を点字や音声パソコンで受験できるようにする、銀行の窓口で書類の代筆や代読を行う、店の入り口の段差にスロープを渡して、車椅子でも利用できるようにする、手話通訳者や要約筆記者を配置して、聴覚障害者も会議に参加できるようにするなどがそれに当たる。

これまで障害者に対する差別とは、積極的に排除するといった作為的なものだったが、現在は障害者に対する適切な配慮を行わないこと、これも一つの差別なのだという考え方が出てきたのである。これは「障害の社会モデル」が具体化したものなのである。

日本で成立した「障害者差別解消法」は直接差別と関連差別、合理的な配慮の不提供は規制の対象になっているが、間接差別については法律の範囲外になっているというのが一般的な見方である。従ってこの法律は一部不完全で不十分なものであるといえる。

5、「障害者差別解消法」の内容について

まず第1条には、その目的が書かれている。

言葉としては難しいが、結構私はこの部分が好きである。

「障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重しあう社会」こんな社会が本当にできたならすばらしいと思う。

この条文を読んでいると私は金子みすずの「小鳥と鈴と私、みんな違ってみんないい」という詩を思い出す。まさに差別解消法が目指しているのはそこ、むしろ一歩進んで「みんな違うからこそいい」そういう社会なのだということが第1条には書かれている。
では、そのような社会をどうやって実現するのかと言えば、その方法として二つの柱が示されている。

一本目の柱は、障害を理由とする不当な差別的取り扱いの禁止。
二本目の柱としては、合理的な配慮を義務づけたということである。

以下、それぞれについて解説をしていきたい。

まず一本目の柱の「障害を理由とする不当な差別的取り扱いの禁止」についてだが、この対象となるのは国や地方公共団体などの行政機関と、お店や会社、鉄道やバスなどの民間事業会社である。またNPO法人や学校などありとあらゆる団体を含んでいる。

このような行政機関と民間事業者は、「障害者を障害のない者と不当に差別して取り扱ってはいけない」ということが決まった。

ではこの「不当な差別的取り扱い」とはどういうことなのかと言えば、内閣府によって示されたガイドラインの中で具体化されている。

その第1は、障害者に対して（正当な理由がないにも関わらず）その障害を理由に、財、サービス、各種機会の提供を拒否すること。
第2は、時間帯や場所などを制限すること。

第3は、障害者でない者には付けない条件を、障害者にだけ付けること。

それによって、障害者の権利・利益を侵害する、これが障害を理由とする「不当な差別的取り扱い」なのだとされている。
この「障害を理由とする不当な差別的取り扱い」を考える上で、「正当な理由」という言葉がキーワードとなる。それがあれば障害者を区別したり排除したりすることが認められるということになっているので、「正当な理由」とは何なのかが一つのポイントになってくるのである。

これが拡大解釈されてしまうと、結局、差別の禁止というのも全く有効なものではなくなってしまうので、その辺は非常に厳格に解さなければならないだろうと私は思っている。

ガイドラインによると「正当な理由」とは、「客観的に見て、目的が正当で、なおかつ、目的達成の手段としてやむを得ない場合にはサービスを提供しないことも許される」といった形で説明されている。

たとえば、遊園地に重い心臓病を抱えたお客さんがやってきて「ジェットコースターに乗りたい」と言ってきたような場合には、その乗車を拒否することもやむを得ない正当な理由がある取り扱いであるとされる。

逆に言えば、生命や健康に特別な被害が具体的に予見される場合でなければ差別してはいけないのだと私は理解している。

ここで一つの事例を挙げて、皆さんといっしょに考えてみることにしたい。

「私は全盲の視覚障害者である。ある時、不動産屋さんにいってアパートを借りたいと思ったが、先方は「火が出たら危ないから」とか「段差があるから」といった理由で部屋を貸してもらえなかった。

こんな取り扱いは許されるのだろうか？」

実際に、これは私自身も経験したことのある、よく耳にする話である。

（フロアーからは「それは不動産屋の方に段差を解消するなどの義務がある」「家族や彼女の名前を使って借りることにする」「自分のことをよく理解してくださっている方の仲介でうまくいった経験がある」などの声が挙がった。）

法律的に解釈すると、やはりこれは禁止されるべき不当な取り扱いであると私は思っている。

「視覚障害者は火事を出しやすい」といった客観的なデータはないし、「段差があるから危ない」というのも、自分の家ならば、すぐにその場所を覚えてしまうので、何ら問題はないはずである。

これらは、視覚障害者のことをあまり理解していない故の偏見である。従ってこれは「正当な理由には当たらない差別的取り扱い」なのである。

皆さんも、もしもそういった際には、こうした法律があるのだということを、是非知っておいていただきたい。

また、国土交通相から、不動産業者を対象としたガイドラインが出ている。そこにも「障害者に不当に部屋を貸さないことは問題である」と書かれているので、場合によっては、そうしたものも出しながら説明をしてみることも必要である。

次号へ続く


見えないけどアイフォン　

　三島支部　杉山典行

アイフォンとは、アップル社のスマートフォンで、私は、2年ほど前から使っています。
ここでは、私流のアイフォン活用法を書いてみます。

１　ボイスオーバーがすぐれもの。

ボイスオーバーとは、音声画面読み上げ機能と、画面を触れて操作できるようにするアプリケーションソフトです。あらかじめ搭載されているので、音声読み上げ機能をすぐに利用できます。誰からの電話なのか、メールやホームページの内容も、もちろん日付と時刻やバッテリー残量なども読み上げてくれます。

それから、メールやメモなどの入力時、画面に向かってしゃべるだけで、即座に文章が完成。これがすぐれ者で、日常の文章ならばほとんど間違いなし。もちろん、画面上のキーボードからの入力や、漢字変換も可能です。完成した文章を一文字ずつ読ませることもできます。これらの操作を行う動作を「ジェスチャー」といい、例えば、画面に触れるとそこに何が書いてあるかを読み上げ、トントンと一本の指で2回たたくと、そのアプリなどを開くことができます。

2　シリは天才か。

シリとは、画面に向かってしゃべるだけで、いろんなことができるアプリです。例えば、「母に電話」、「不在着信はある」、「佐藤さんから昨日来たメールを見せて」、「鈴木さんに了解しましたとメール」、「明日の7時にアラームをセット」、「3分タイマーをセット」、「日曜日に望月さんと会う」、「一番近くのコンビニまで連れてって」、「津軽海峡冬景色をかけて」、「明日の天気を教えて」、「牛肉、ピーマン、たけのこを買うとメモ」、「新静岡セノバの電話番号は」、「次のオリンピックはいつ」、「17200割る4は」など、本当に様々な事柄を探してくれたり、実行してくれます。とってもすごく、しかもどんどん進化しています。いろんなことを試したくなっちゃいます。

3　ミュージックアプリの整理術には関心。

パソコンからCDアルバムを取り込んだり、インターネットで曲を買ったりして、ミュージックアプリに保存すると、すぐに「ジャンル別」・「アーチスト別」・「アルバム別」・「曲別」・「作曲者別」などに整理し保存してくれます。なので、お気に入りのアーチスト名やアルバム名で選択し、音楽再生ができます。

4　タップタップシー(視覚障害者向け画像認識カメラ)はのけぞる。

タップタップシーは、識別したいものにカメラを向け、画面を２回一本指でトントンとたたき、写真を撮影すると、それが何であるか音声で読み上げてくれます。例えば、パシャリと写真を撮ると、即座に「NECのノートパソコン」と読み上げ、人物を撮影すると「赤いジャンパーを着た髪の長い女性」としゃべるんです。まるで「人間が中に入っていて、説明しているんじゃないの？」と思っちゃいます。

5　ブラインドスクウェアで楽しく散歩。

　ブラインドスクウェアを使うと、自分の現在地を取得できますし、歩きながらでも、周りに何があるのかを説明してくれます。また、他のアプリと連携して、行きたい場所までの徒歩での経路も詳しく案内してくれます。今までのナビですと「建物までは案内してくれるけれど、入り口はどこ？」なんてことがあったけど、ピンポイントで目的地を設定できるので、いらいらが解消。散歩しながら新しい店を発見、「今度行ってみようか！」ってなことになります。

6　スキャナー＆翻訳者は早くて制度抜群。

スキャナー＆翻訳者は、印刷物を写真撮影することにより、すばやく文字を抽出し、読み上げてくれます。他の言語に翻訳してもくれます。パンフレットや説明書などはもちろん、パソコンの音声が出なくなった時、パシャリと撮ると、画面に何が書いてあるのかを読み取ります。これは助かる。

　その他にも、色の認識、明るさの判別、音声録音、デイジー図書の読み上げ、ラジオなどなど、視覚障害者用アプリがたくさんあります。使いこなせるようになれば、とっても便利なツールになることは、間違いないのですが…。

事務局からのお知らせ

1 寄付者のご紹介

　１１月６日から２月５日までにご寄付をいただいた方をご紹介します。
青山和幸様、酒井正子様の２名です。過分なご寄付を有難うございました。

2 訃報のお知らせ

　富士宮支部の稲葉滋子様、静岡支部の鈴木吉男様、庵原支部の渡辺政志様　３名の方がご逝去されました。謹んで心よりご冥福をお祈りいたします。

3 平成２８年度定時総会についてお知らせ

来年度の定時総会の日程は、６月１２日第２日曜日に静岡医療福祉センターで行います。例年より、１週間早くなりますのでご注意ください。

4 厚生労働大臣免許保有証について

今年度、申請をされていない「あはき師」の皆さんは、来年度は、是非ご検討ください。２８年度は７月～８月を目途に申請受付をしますので、それまでにご準備をお願いいたします。ご質問・お問い合わせは事務局まで。

　編集後記

厳しい寒さももう一息だと思われます。

障害者差別解消法施行を受けて、県視協でも研修会等の様々な方法で理解を深めていただき、このチャンスを通してそれぞれの環境が改善に向けて進むことを願っています。今回はそうした一助になればと、記事を集めてみました。

菊池さんの原稿は、県視協のメーリングリストにご投稿いただいたものを掲載させていただきましたが、長文のため２回に分けての掲載とさせていただきました。

研修会での大胡田誠氏の判り易い講演を、またまた判り易く書いてくださっています。次号もご期待ください。皆様からのご投稿を、心よりお待ちしております。

伊藤定善

郵便番号　４３８－００７８　磐田市中泉２９７５　

電話番号　０５３８－３６－３３０９　

Eメールアドレス dogwalk1919@yahoo.co.jp　

携帯電話番号　０９０－２７７１－１４４０　
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